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品質と環境／統合マネジメントシステム品質と環境／統合マネジメントシステム

１．規格の両立性／統合の容易性

２．統合マネジメントシステムのメリット・デメリット

３．ＩＳＯマネジメントシステムの統合化の考え方

４．ＩＳＯ９００１／１４００１規格の要求事項の相互関係図

５．統合マネジメントシステム／作業項目及び所要工数

６．統合マネジメントシステム認証取得タイムスケジュール

７．統合マネジメントシステム体系図：事例

８．ＩＳＯ９００１／１４００１認証取得件数推移
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規格の両立性／統合の容易性

ＩＳＯ９００１：２０００品質マネジメントシステム ＩＳＯ１４００１：１９９６環境マネジメントシステム

１．どちらの規格も、Ｐ（計画）Ｄ（実行）Ｃ（チェック）Ａ（アクト）のマネジメントサイクルで構成されている。

２．ＰＤＣＡをスパイラルアップすることにより、継続的改善を図ることが共通の目的である。

３．即ち、マネジメントモデルとしての共通性があり、融合が容易である。
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統合マネジメントシステムのメリット・デメリット

メリット デメリット

①マネジメントシステムの簡素化ができる

②審査工数が減り、費用が安くなる。（△２０％程度）

③リスクを効率的に低減できる。

④組織としての一体感が得られる。

⑤結果として、いろいろのマネジメントシステムを理

解・経験することになり、経営を理解する幹部・社員

の育成が図れる。

⑥品質とか環境の狭い範囲の管理システムから、経

営管理システムとして確立することにより、全般的な

経営改善が促進される。

①マネジメントシステム構築に時間がかかる。

②経営者がその主旨を理解して旗振りをしないと、

形骸化しやすい。単なる審査費用削減に終わって

しまう。

文書の共通化・共有化

システム構築・運用目的の明確化

効率的なコンサルティング

以下の工夫によりデメリットを解消します
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ＩＳＯマネジメントシステムの統合化の考え方

ＱＭＳ、ＥＭＳについて、それぞれの規 格
の要求事項の並びをふまえたマニュアル
を、ガイドラインとして作成し、システムを
動かす為の第２階層の規定類を共有化し、
各々の現場で作業を行うための標準類を
共通化する。

共有化とは・・・

文書管理、是正処置などの仕組みを動か
す考え方を統一し、品質、環境で管理の
対象を変え、２つのシステムを運用すると
いう概念である。

共通化とは・・・

現場が作業をするとき、品質、環境の２つ
のシステムの要求事項を満足する手順書
にすることである。
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統合マネジメントシステム体系図：事例
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ＩＳＯ９００１／１４００１認証取得件数推移

国内ＩＳＯ９００１認証取得件数推移
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国内ＩＳＯ１４００１認証取得件数推移
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